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【三州足助屋敷】
竹馬やお手玉…
昔ながらの日本の遊びを体験できます。
屋敷の中の薫楓亭では、豆腐料理が食べられます。
肉も魚も入ってないのに、美味しいです！
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【馬頭観音】
旅の安全を祈願したもので、足助の街の入り口にまつられて
います。観音様の頭には、馬の顔があります。
足助を通る飯田街道は、江戸時代に中山道のバイパス的な
役割を担っていました。岡崎と名古屋からの荷が集まり、特に
塩などの物流の中継点として栄えました。

4

【香嵐渓】
吊り橋の上は、眺めは良いけど、
結構揺れます！
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いただきま～す！

【街の中の清流】
それぞれの家から川に下りられます。
正面の山頂には足助城が見えます。

5

【足助の町並み】
古くて貴重な建物がたくさん残っています。

6

春もきれい！

キレイ！

【足助城】
見慣れた名古屋城とは違う､中世の山城
を再現。
見晴らしも良く、隠し通路を探してみるの
も楽しいですよ。
ただし、隠し通路は暗くてせまいので頭
上に注意！

7

【足助氏の菩提寺・香積寺】
おみくじがあります。お参りのあとに、ひいてみては？

五平餅
 ぱくっ♪
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愛知ガイド～足助編～

旧足助宿は豊田市中南部に位置し、名古屋から長野
県塩尻まで続く飯田街道（中山道の脇往還）沿いに物
資運搬と庶民通行の要所として栄えた商家町です。馬
の背に荷物を付けて運ぶ三州中馬稼ぎの起点となっ
た所で、岡崎方面等からの塩荷を当地で一旦ばらし
て付け直すところから「足助塩」の名も生まれました。
2011年に県内で初めて伝統的建造物群保存地区に
指定され、整備が進められています。

頭に注目！

名古屋

足助


